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笑顔の開花へ第一歩
岡山・大森　美優
　　　　「はぁ…」
私は今日もため息をついてしまいました。
最近、人が殺されたりする殺人事件があいついでいます。その中でも私が特に心に残っている、いえ、忘れられない事件が起こったのは、今年の五月でした。
二〇一九年五月神奈川県川崎市で、刃物を持った男に路上で大人・子供十人以上が刺され、女児一人と保護者の男性、そして、加害者の男性が死亡した事件です。大人達と子供達は、私立カリタス小学校のスクールバスを待っていた児童と保護者で、待機列の後方から駆け足で襲撃されました。そして、自らの首を切り、加害者は亡くなったとのことでした。
どうして罪なき人々が無差別に殺傷され、大きな苦しみを感じないといけないのか、私はこの事件の裏側を、調べてみることにしました。
加害者の男性は、幼少期に両親の離婚などを理由に叔父・叔母に預けられたけれど、学校の卒業後も定職に就くことはなく、長期にわたり親族との意思疎通もなく、いわば引きこもりのような状態におちいっていたそうです。自宅では、その叔父夫婦と同居していましたが、トイレや食事のルールを作り、顔を合わせないようにしており、外部との通信も絶っていて、長らく孤独でいました。交友関係も未だ確認されていないようです。誰からも認められず、孤独でいたことが心のやみを引き出し、結果、多くの人々を傷つけてしまったのだと思います。
　　　　　私は、いけないことをしたら、本気でしかってくれる両親、いつもやさしくて、とってもたのもしいおばあちゃんに囲まれ、愛されて今まで生きてきました。テストで100点をとったらほめてくれるし、90点だったりするとなぐさめてくれる、大好きな肉親がいるのです。
　　　　　当たりまえに食事し、当たりまえに生きる。当たりまえに恋をし、当たりまえに人を愛していく。自分もそうなるだろうと思っていた私は、人を殺すということや人を刃物で傷つけるということをする人の気持ちを、想像することができません。加害者の男性は、親の離婚によって人を愛し、愛されるということを学ぶことができなかったのだと思います。
　　　　　この事件の加害者と親族との関係を考えると、事件の表だけではなく、裏側にも目を向けることが大切だと思いました。
　　　　　そうした、親族関係を作ってしまったのは加害者の周りにいた大人たちです。「なぜ自分が？」と思うこと自体が間違っており、その気持ちを子供にぶつけることは絶対にしてはいけないことだと思います。
　　　　　そこで、もう二度とそんなことが起きることがないようにと私は、「たくさんの笑顔を開花させること」＝「苦しみを感じている子供を救い上げることのできる社会をつくっていくこと」だと思いました。まず子供を第一に考え、もしもそれができないようなら、その子供をみんなで愛し、育てていくことが必要だと思います。そして、親が子供を大切に思える環境が増えた社会で過ごす子供達が増えれば、大人になっても犯罪を起こすことがなくなり、笑顔の花が咲き乱れる美しい日本になるのではないでしょうか。
　　　　　川崎市の事件で殺害された男性は、加害者の犯行をとめようとして、殺されたそうです。彼は、子供達を守ろうとしていました。それは、自分の子が中にいたからかもしれませんが、子供を第一に考えていたことは事実です。彼のような大人が一人でも多くふえていくことが今の社会には必要です。この事件を忘れてはいけません。
　　　　　明るく美しい日本を考える前に、まず、裏にひそんでいる社会の実態を知ることが大切です。そこから考えを広げ、いずれは子供を大切に思う大人に成長していくことが、私たちの使命だと思います。
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